
ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

強調月間：EF／JEF
日時：５月１５日（土）
　　　19：00～20：30
会場：ZOOMにて開催
〈プログラム〉　　　　　　  司会：小林
＊開会挨拶、点鐘、ワイズソング
＊ゲスト、ビジター、メンバー紹介
＊卓話「人はどこまで心と向き合えるのか」　　
　　亀田　夏子 さん
＊連絡、報告、にこにこ
＊閉会挨拶、点鐘：渡辺会長

＊５月のハッピー・バースデー

出沼さん（５・２９）

４月例会報告　　　　

　　　　　　

　　東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター内　〒186-0002東京都国立市東1-4-20-102

TEL 042-577-6181 FAX 042-577-5574

【 2020～2021主題 】
国際会長                 Jacob Kristnsen「Values, Extension and Leadership」
アジア太平洋地域会長  David Lua　   　「Make a Difference」
東日本区理事　　　  板村　哲也　　  「変化をたのしもう！」
あずさ部長　　　　  御園生　好子　  「変わるに挑戦」
東京武蔵野多摩会長  渡辺　大輔　　  「新しい生活様式の中で何ができるのか。」

【クラブ役員】
会　長　　渡辺　大輔
副会長　　小林　文彦　
書　記　　山口　直樹
会　計　　宮内　友弥

　２０２１年５月２日発行２０２１年５月号（通算２４８号）　

2021年
５月の聖句

ＩＢＣ　Tsim Sha Tsui Y‘s Men’s Club（香港）、Seoul Han Yang Club（韓国）
ＤＢＣ　神戸学園都市ワイズメンズクラブ　

５月例会の予定
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在籍者 １１名

出席者 ８名

メーキャップ ０名

出席率 ７３％

ゲスト（リーダー） １名

ビジター １名

メネット・コメット ０名

にこにこ ０円

東京武蔵野多摩クラブ　２月例会(２月１７日)報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜４月例会報告＞

出席者
(東京武蔵野多摩)　渡辺、伊佐、板村、小林、中村、宮内、山口、出沼　
(卓話者)　石田さん(東京多摩みなみ)
(ビジター)　深尾さん(東京多摩みなみ)

　4月例会は、多摩みなみクラブの石田さんをスピーカーにお招きし、
「ワイズメンズクラブをより魅力的にするために」―ワイズの問題構造
と解決のためにー　と題して、今のワイズの問題点とその解決方法につ
いての話を聞いた。
　ボランティア活動に関わりたく、ワイズに入ったが、関係が良くわか
らなかった。ワイズの活動を「自助」「公助」「共助」に分類すること
で、なぜ何をだけにどのように行っているかを分析したら、わかった。
これで、ワイズの活動を第三者にもわかりやすく説明できるとのこと。
独りよがりに陥りやすい活動を分析することに大変役立つと思う。また、
活動の持続にはメンバーの負担によるところが大きいが、ファンドレイ
ジングを組み込むことにより、負担感の軽減につながる。

＜５月卓話＞『人はどこまで心と向き合えるのか』
～心のケアの専門家を目指して～

　

プロフィール

東京慈恵会医科大学医学部看護学科卒業

看護師、保健師、音楽療法士

NPO法人REBORN理事

現在、保育園に看護師として勤務中
亀田夏子 さん

神は、わたしたちの救い主イエス・キリストを通して、

　この聖霊をわたしたちに豊かに注いでくださいました　　テトスへの手紙　第３章6節 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ワイズメンズクラブモットー　強い義務感をもとう　義務は全ての権利に伴う

ワイズの信条
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年４月号
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【今後のスケジュール】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今後のクラブ行事予定

５月　８日（土）　評議会　１８:３０～　Zoom　参加予定者（渡辺、山口、小林、宮内、板村、中村）

５月１５日（土）　５月例会　１９：００～　Zoom　

５月２２日（土）　在京会長会　10：00～11：30　Zoom　(出沼、渡辺)、会員大会　13:00-15:30　Zoom

５月２６日（水）　第2例会(事務会)　１９：００～

６月　９日（水）　6月例会　１９：００～

６月１２日（土）　東日本区代議員会　10:00-12:00、東日本区大会　13：30～16:30　ハイブリッドにて開催

６月２３日（水）　第2例会(事務会)　１９：００～（状況に応じて開催方法を決定）

７月１４日（水）　７月例会　１９：００～　（状況に応じてリモート）

７月２８日（水）　第2例会(事務会)　１９：００～（状況に応じて開催方法を決定）

＜東京ＹＭＣＡ便り＞

▼第30回チャリティーゴルフ大会
　4月8日、ＰＧＭ総成ゴルフクラブで開催され、18グループ70名が参加しました。感染症拡大防止のため、表彰式や懇親会は
行わず、表彰記念品を参加者に贈呈しました。益金約25万円は障がい児プログラム支援、フレンドシップファンド、不登校の
子ども支援、災害復興支援に用います。開催にあたり、チャリティーゴルフ実行委員会が準備と運営を担ってくださいました。
また多くの個人や企業から協賛をいただきました。感謝いたします。

▼今後の予定
　5月22日　第18回会員大会　オンライン
　6月28日～７月3日　第24回会員芸術祭　会場：東陽町センター　

（出沼一弥）

第2例会(事務会)についても、引き続きZOOMによる
リモート開催とします。（コロナの状況を見ながら、西東京
コミュニティーセンターでの開催について検討していきます）

　また、会員数の減少、高齢化また現在のコロナ禍による影
響など現状の分析から解決の方法をわかりやすく方向性を示
してもらえた。どうにか現状を打破する方法として、クラブ
の統廃合のアイデアを聞いた。無理なく連携、相互乗り入れ、
そして統合へなどまずやってみることがワイズ変革の1丁目1
番地との話は今後の道が見えた気がした。我々武蔵野多摩ク
ラブが合併した時に経験した生みの苦しみ及びその後の変遷
も話も含みながら聞くことができた。これから、多摩みなみ
と近隣クラブとの活動を緩やかに合同していきながら、現状
の硬く思われる壁を打破していくことができれば幸いである。
ワイズの現状と問題点をわかりやすく分析された資料ととも　
にいただけたことは大変ありがたかった。
　石田さんは多摩みなみクラブのチャーターメンバーで初代
会長を務められ、その当時からワイズメンズクラブの現状と
より発展させることを考えられてきている。2月に行われた東
新部ＥＭＣセミナーでも同じ内容を発題されている。今後、
いろいろなところでこの内容に関しての議論が活発に行われ、
今のワイズの在り方に一石が投じられることを期待する。
最後に多摩みなみクラブの深尾会長から「プランター栽培講
座」の案内アピールを聞き、多摩みなみの活発な活動の様子
をうらやましく感じた例会であった。
　

（山口直樹）


